
04/10/28 英語～先生方のイイね㉑～ 

英語は実技教科!? 教室中に英語が飛び交っていました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本時の授業×問いサポ P.32 

① Worm Up帯活動(理想的な週末の過ごし方は？) 

②インタラクティブな対話による「めあて」の設定 

③外国語による言語活動の充実(自分の考えを相手に伝える) 

④視点を与え新たな問いを生み出す場面(最後に英文) 

10 月 27日(木)、英語科の垣花美幸先生が授業を公開

しました(２年６組)。本時は、職場体験について、英語を

使って自分の考えを伝えることが目的です。 

私が学生だった頃は、フラッシュカードで単語の発音

練習をしたり、文法を学んだりする、いわゆる「座学」

が主たるものだったと記憶しています。しかしながら、

美幸先生の授業はスーパーアクティブで、日本語を使う

ことはほとんどなく、異国の地にいる錯覚を覚えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

バディの大城みゆき先生は、「最後に英文を記述させ

る」ことの重要性について語っていました(図１)。 

生徒と先生が一体となって創り出される表現活動のそ

の先に、最後は生徒が個になって記述する場面を設定す

ることで、生徒が本時で学んだことを整理し、考えを形

成し、再構成することが期待できます。(本時で働かせた

い見方や考え方、生徒がOutput する場面設定)。 

本時のように、単位時間の中で、「話す⇔書く」を往還

させる授業デザインは、私自身も勉強になりましたし、

他教科も参考にされたい実践です。 

美幸先生、ありがとうございました。Good Job(^^)/ 

給料(笑)と親切さ 

図１ 右図④に対するＭさんの英文 


